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0こ ./'ニ ュース しターには、学会 r)活 動や会 員ヴ)皆 様′、.1)お 知 らせを掲載 し′t
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● 学 会 ′ヽ の ゴ 意 見 ・ ゴ 質 問 な と |ま 、 事 務 局 ま た lt i:メ ー ル
(yamadateojlia.01.jp)宛 に才3願 いいた しまづ―

0日 本国連学会設立総会 :ア ナ ン国連事務総長か らも祝辞
1998年 11)月 22日 (水 )、 東京・渋谷′)国 際連 き大学で、本学会ヴ)設
立総会が 90名 を越 える出席 者を迎 えて開催 され ま した 、公務出張のために欠
席 した明百康・ 日本国際連 合学会設 立準備委員会委員長 に代わ り、渡邊昭夫・

同委 員が議長 と して議事 を進行 しま し′_

横 田洋三・同委 員よ り、本学会 rl設 立にあた り、緒方 貞子・国連難民高等弁

務官や コフ ィ・アナ ン国連事務総長か t,の あたたかい激励 がぁった こと、国連
大学の ヴ「

′ン・ ヒンケ |し 学長やデ ラ七 ンタ同高等研究所 l・
F長 、性藤英 夫・学長

上級顧間の心強い ゴ協 力があった ことな どが紹介 され ま した t

その後、横 田委員か ら「日本国際連 合学会規約 J(案 )に ついて説明が声,り 、
若千げ)修正を経て採択 され 、正式 に学会が発足 しま した ,ま た、これ と共に、
学会 r,特 弓|∫ 顧間、理事及び監事が選 出 され ま した  また、明百委 員長 を理事長
代行に、横 田洋三委 員を事務局長代 行に任命 したい との提案が 各 々渡邊議長 か
r)な され 、満場 致ヽ で承認 さ瀬 tし すi

tた 、第二回ア フ リカ開発会議 (・ |｀ ICAI)2)出 席のた ソ)に 来日中σノ、二
ソ r・ | トン ll i lj事 高総長が 二(′ ,設 立誌会に出席 、さ||、 1【 学 f■ ′)設 立 111こ き:(七

:とす
‐
た ,ケ |,|、 1、 今後活 発な活動が 行わね′るこたた・期 待 l´ 〔い う旨 `/)静ι辞 を述
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ある と強調 されま したち                         、

◎第一回理事会 :明 百康氏 を初代理事長に i選 出

1998年 12月 22日 (火 )、 国連大学内の会議室で本学会の第一回理事
会が開催 され ま した.設 立総会 で理事長 代行に選 出 された明石康氏 を理事長 に
推挙 したい との提案がな され、全会一致で承認 され ま したち これ を受 けて、明

石理事長 よ り横 田洋三・事務局長代行 を事務局長 に選任 したい との提案 があ り、

理事 ・監事の了承 を得 ましたご

また、内 田孟男理事が編集 主任 に選任 され、内田主任 の下に編集委員会が設

置 され る ことが決定 され ま した ,理事会では、この他に、国連 システ ム学会 (A
CUNS)及 びアメ リカ国連協会 (UNA― USA)と の連携及び協 力の在 り
方 、第一回研 究大会の開催及び会計状況について報告・審議が行 われ 、詳細 は

運営委員会で さらに審議・決定 され ることにな りま した。

◎第一回研究大会 :1999年 5月 22、 23日 (上 、 日)に 東京・国連大学
で開催

1999月 26日 (火 )に 開催 された第一回運営委員会 において、第一回研
究大会 を 5月 22日 (土 )及 び 23日 (百 )の 二 日間、国連大学 を会場 と して
開催す ることが決定 され ま した c

詳細につ いては、同封 のプ ログラムをご参照の うえ、ご都合 をつ けて ご出席

下 さい。また、ご関心をお もちのお知 り合いの方 に もお声 をかけて ご出席下 さ

るよ うお誘 い下 さいら

◎会費納入 のお願 い

設立総会 で もお願 い しま した通 り、平成 10年 度分会費 (一般 :一 万円、学
生 :6000円 )を 同封の振込用紙 にてお納め下 さいごなお、その際 、皆様 の
住所・氏名 を忘れずにご記入下 さいし平成 11年 度分会費 (平成 11年 4月 ～
平成 12年 3月 )に ついては、 5月 の第一回研究大会の際、お支払い頂 くか、
後 日お送 りす る振込用紙 にてお支払い下 さい。

◎言卜報

本学会の特別顧間、斎藤鎮男氏 は平成 10年 12月 20日 に永眠 され ま したぃ
ここに謹 んで哀悼の意を表 しますぃ
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